
上田市未来っ子かがやきプラン骨子案に対する意見募集について（お願い）

（上田市次世代育成支援後期行動計画）

市では、上田市未来っ子かがやきプラン（上田市次世代育成支援行動計画：前期計画）の見直しに

取組んでいます。このプランは、次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、育成される社会の形成

を目的としています。

見直しでは、国の指針に添いながら、ニーズ調査などによる保育サービス等の利用意向や市民の皆

様の意見を反映させ、平成２２年から平成２６年度までに実施する事業や時期を定めます。

今後「広報うえだ」で、プラン骨子案をお知らせし、市民の皆様から意見募集を行いますので、御

協力をお願いいたします。

○ 次世代育成支援のための行動計画の策定

○ 意見募集の方法等

周知方法 広報うえだ（平成２２年１月１日号）

閲覧場所
子育て・子育ち支援課、市役所行政資料コーナー、各地域自治センター健康福祉課、

上田市ホームページ（http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/kosodate/index.html）

締 切 平成22年1月22日（金曜日）

提出方法

ご意見及び住所、氏名、年齢（省略可）を郵送（〒386-0025天神２-4-74）、
FAX（26-6171）、電子メール（kosodate@city.ueda.nagano.jp）、またはお持ちく
ださい

提 出 先 子育て・子育ち支援課（やぐら下庁舎1階）、各地域自治センター健康福祉課

　＜次世代育成支援対策推進法：（平成17年度からの10年間の時限立法）＞

　地方公共団体及び事業主に対し、次世代育成支援のための行動計画の策定を義務
づけ、10年間の集中的・計画的な取り組みを推進

　＜上田市未来っ子かがやきプラン（次世代育成支援行動計画）＞

　地域における子育て支援や母性、乳幼児の健康の確保・増進、教育環境の整備等
を内容とする行動計画の策定

　　【前期計画】　平成17から21年（5年間）
　　【後期計画】　平成22から26年（5年間）

平成２１年１２月

地域協議会議資料

こども未来部（子育て・子育ち支援課）



上田市の少子化と子育て環境の現状

プランの
趣 旨 ○次世代育成支援対策推進法に基づく「市町村後期行動計画」

性格プランの趣旨

○急速に少子化が進行する中、行政、地域、企業など地域全体が協働し、子どもたちが
　 健やかに生まれ、育成される社会を形成することを目的とする。

後期計画　２２～２６年度(２０１４年度)　【５か年間】

期間

■子育てに対して不安や負担を感じている人は約６割
　 非常に感じる（約１６％）、どちらかといえば感じる（約４５％）

■「理想の子どもの人数」より「実際に予定している子どもの人数」は少ない。
　 【理想】　３人（約５６％）、２人（約３５％）　【現実】　２人（約５９％）、３人（約２２％）

重点課題と今後の子育て支援策

上田市　未来っ子かがやきプラン　骨子案
（次世代育成支援後期行動計画）

－プランの趣旨、少子化の現状、今後の子育て支援策ー
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【重点課題２】
　子育てにかかる経済的負担の軽減

○医療費の負担軽減
 　・小学６年生までの入院医療費について実施中
　 ・通院にかかる医療費についても給付となるよう検討

【重点事業】

【重点課題１】
　保育サービスや子育て環境の向上、地域全体の協力体制の強化

○保育施設の整備
　 ・保育施設の計画的な改築を進め、保育環境の一層の整備

○幼保小中連携事業
　 ・中学ブロックごとに現状の確認や相互交流など連携事業を実施

○発達相談センターの充実
　 ・発達障害の早期発見、保護者への早期支援、関係機関との連携強化
　 ・成長段階に合わせて一貫した支援ができる体制の充実

【重点事業】

【重点課題３】
　安心して出産できる環境の整備

○産院の移転改築
　 ・周産期医療の安全性の向上のため長野病院隣接地等への産院の建設
　 ・長野病院の地域周産期母子医療センターの産科の機能回復
　 ・就学資金等貸与による医師や産院の助産師の長期的な確保

【重点事業】

【重点課題４】
　子育てしやすい職場環境に向けて企業と協力した取組の実施

○「社員の子育て応援宣言！」への登録推進
　 ・登録企業を市のホームページ等で紹介
　 ・企業・事業所のトップから、従業員が仕事と子育ての両立が
　　できるような制度を作るなど、職場の環境を整備するように啓発

【重点事業】

【重点課題５】
　親子で楽しむことのできる機会や場所の拡充

○安心して遊べる身近な公園整備事業
　 ・市民１人あたりの公園面積の拡大、公園３ヶ所増設
　 ・児童遊園地などの公園を地域の中の公園として活性化

【重点事業】

未来っ子かがやきプランの基本理念（案）

子どもの笑顔があふれる地域（まち）
　

～輝け上田の未来っ子　子育てを地域で支え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなでつくろう　次代のうえだ～

○次代の親となる子ども達の権利を最大限尊重し、安心して成長できるよう、
　 きめ細かな支援が必要です。
○子どもと子育て家庭を支援するためは、行政だけでなく地域や企業の理解と
　 協力が必要です。
○NPO・ボランティア、子育てサークル、PTA、育成会や自治会など、地域の
　 様々な活動主体が連携し、子育て家庭と交流を深めながら相互に助け合い、
　 子育てができる地域を目指します。

　　１  少子化の現状

■「パート・アルバイト等」として就労している就学前児の母親の約５割が、
　 就労日数の増加やフルタイムへの転換を希望

■未就園児の母親は、出産前後に4割が離職

■仕事と生活の調和について賛成と考えている事業所は約９割

　　２  子育て環境（就労）の現状
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■年間出生数は４００人以上、年少人口（０～１４歳）は1万人以上減少
　 【年間出生数】　１，９１９人（S５５)　　→　１，４６７人（H１７）
　 【年少人口比率】　２２．７％　（S５５）　→　１４．４％　（H１７）

■合計特殊出生率は国を上回るが長期的に低下傾向
　 【上田市】　１．４９（H１９）　 【県】　１．４７（H１９）　 【国】　１．３４（H１９）

出産前後の離職状況
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①　家庭での子育てに対する支援の充実 　乳児全戸家庭訪問事業

②　保育所その他の施設での子育て支援の充実 　放課後児童対策

③　地域での子育てに対する支援の充実 　地域子育て支援拠点事業

④　子育ての相談や情報提供の充実 　上田市子育て支援策パンフレット

⑤　気運の醸成 　ながの子育て家庭優待パスポート事業

　保育施設の整備

　子育て家族応援事業実行委員会

　青少年育成事業

　医療費の負担軽減

　乳幼児健康診査

　乳幼児期から児童・生徒までの食育

　未来のお父さん・お母さん支援事業

①　周産期医療の充実 　産院の移転改築

②　小児医療の充実 　上田市小児初期救急センター

　職場体験学習

　

①　確かな学力の向上 　特色ある学校づくり交付金

②　豊かな心の育成 　心の教育推進プラン

③　健やかな体の育成 　総合型地域スポーツクラブ

④　信頼される学校づくり 　学校評議員制度

⑤　幼保小中連携の充実 　幼保小中連携事業

①　家庭教育への支援の充実 　子育てサポーター事業

②　地域の教育力向上 　学校支援地域本部事業の推進

　情報モラル教育の推進

　

①　良質な住宅の確保 　優先入居枠制度

②　身近な公園整備等の推進 　安心して遊べる身近な公園整備

③　安心して外出できる環境の整備 　赤ちゃんステーション

①　子どもの交通安全を確保するための活動の推進 　交通安全教育

②　子どもを犯罪等から守るための活動の推進 　子どもの見守り活動の充実

③　安心、安全まちづくりの推進等 　市道の整備（コロペタ大作戦）

①　労働者への働きかけ 　ワーク・ライフ・バランスの推進

②　事業主への働きかけ 　「社員の子育て応援宣言!」への登録推進

③　住民への理解や合意形成の促進 　男女共同参画啓発事業者表彰

　資格取得のための講座

　地域における若者支援のための体制整備モデル事業

　

①　関係機関との連携等 　要保護児童対策地域協議会

②　発生予防、早期発見・早期対策等 　家庭児童相談事業

　母子・父子家庭自立支援・就業支援事業

　発達相談センターの充実

３　家庭や地域の教育力の向上

４　子どもを取り巻く有害環境対策の推進

１　子育てに快適な生活環境の整備

５　経済的支援

２　子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備

１　子どもや母親の健康の確保

２　「食育」の推進

３　思春期保健対策の充実

４　周産期・小児医療の充実

１　次代の親の育成

１　地域における子育て支援サービスの充実

２　保育サービスの充実

３　子育て支援のネットワークづくり

４　児童の健全育成

１　児童虐待防止対策の充実

２　ひとり親家庭等の自立支援の推進

３　障害のある子どもへの支援の充実

２　子どもを事故や犯罪から守る環境づくりの推進

１　仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

２　仕事と子育ての両立のための基盤整備

３　若者の職業的自立のための支援

　子育ての喜びや感動を
　分かち合えるまちづくり

　母性・父性が育ち子どもが
　健康に育つまちづくり

　次代へつなぐ心豊かな
　自立した人づくり

　子どもが安全で安心して
　暮らせるやさしいまちづくり

　職業生活と家庭生活が
　両立できるまちづくり

　支援が必要な子どもと
　家庭へやさしいまちづくり
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